
プリオン病 臨床・病理診断誤診例調査

解 説

1.臨床診断プリオン病が誤診であった5例の検討。

2.1例はrespirator brainで、タウ、14-3-3カットオフ以上による誤診。

3.3例は、急性進行性治療不応性病態にプリオン病との診断。神経病理学的
にも診断困難。

4.1例は神経病理診断が間違っており、再検討でプリオン病と診断。サーベイ
ランス品質管理に貢献。
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